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対象は本学附属病院における NAFLD患者 337名（M/F 197/140），非 NAFLD患者 29名（M/F 10/19）




格筋量と内臓脂肪断面積から skeletal muscle mass to visceral fat area ratio（g/cm2：SV-ratio）
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群の SV-ratio highest群に対する中等度以上の肝脂肪化の相対リスクは 1.89倍であったことを明
らかにしている．また，肝線維化進行の相対リスクは 3.64 倍であったと述べている．観察研究で
















 したがって、本研究は、臨床的に重要な未解決課題である NAFLD 発症,進展と体組成異常に関連
した先進的研究であり、学術的価値の高い優れた学位論文である。 
平成 29 年 12 月 20 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
